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鈴
木
無
隠
遺
文
鈴
木
無
隠
又
の
名
を
刈
谷
無
隠
と
い
う
。
今
や
鈴
木
無
隠
の
名
を
を
知
る
人
は
い
な
い
。
し
か
し
、
鈴
木
無
隠
が
兄
事
し
た
河
井
継
之
助
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
知
ら
な
い
と
い
え
ば
、
モ
グ
リ
だ
ね
と
い
わ
れ
か
ね
な
い
。
河
井
継
之
助
は
所
謂
戊
辰
戦
争
の
お
り
、
長
岡
藩
を
率
い
て
敗
死
し
た
。
こ
の
河
井
継
之
助
に
つ
い
て
は
、
今
泉
鐸
次
郎
氏
の
『
河
井
継
之
助
伝
』
が
あ
る
。
望
み
う
る
最
良
の
伝
記
で
あ
る
。
河
井
継
之
助
自
身
は
著
書
を
残
さ
な
か
っ
た
。
今
、
平
凡
社
の
東
洋
文
庫
に
収
め
る
「
塵
壷
』
は
、
西
回
避
学
の
旅
日
記
で
あ
る
が
、
学
徳
交
歓
の
記
録
で
あ
る
も
の
の
、
修
学
の
内
容
を
丁
寧
に
記
録
し
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
旅
日
記
が
容
易
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
東
洋
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
今
泉
氏
の
「
河
井
継
之
助
伝
』
は
陣
所
に
河
井
継
之
助
の
政
書
・
書
簡
な
ど
を
織
り
交
ぜ
て
筆
を
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
河
井
継
之
助
の
遺
著
遺
文
は
、
生
前
は
も
と
よ
り
、
逝
去
し
て
後
も
、
著
作
集
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
河
井
継
之
助
の
著
書
と
し
て
容
易
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
唯
一
の
も
の
が
『
塵
壷
』
で
あ
る
。
特
に
河
井
継
之
助
は
経
世
家
で
あ
っ
て
経
世
論
者
で
は
な
か
っ
た
。
ま
し
て
や
一
般
的
原
理
を
抽
象
的
に
論
議
す
る
こ
と
に
は
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
河
井
継
之
助
が
山
田
方
谷
に
学
ん
だ
こ
と
、
『
王
文
成
公
全
書
』
を
愛
読
し
た
こ
と
な
ど
が
強
調
さ
れ
て
、
陽
明
学
者
の
一
人
に
数
え
ら
士
口
公
平
田
れ
る
。
と
こ
ろ
が
河
井
継
之
助
は
陽
明
学
理
解
を
示
す
著
書
を
残
し
て
い
な
い
の
で
、
か
れ
の
陽
明
学
理
解
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
、
直
接
に
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
勢
い
、
河
井
継
之
助
の
身
近
に
あ
っ
た
も
の
の
証
言
に
頼
る
こ
と
に
な
る
。
数
あ
る
証
言
者
の
中
で
比
較
的
に
豊
富
な
内
容
を
伝
え
た
の
は
、
鈴
木
無
隠
で
あ
る
。
こ
の
鈴
木
無
隠
に
も
著
書
は
な
い
。
鈴
木
無
隠
の
生
涯
と
思
想
に
も
関
心
を
そ
そ
ら
れ
る
が
、
今
は
、
鈴
木
無
隠
の
遺
文
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
「
無
隠
居
士
書
簡
集
(
六
)
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
分
か
ら
な
い
。
無
隠
居
士
書
簡
集
去
四
月
廿
八
日
岸
和
田
西
方
寺
に
聞
か
れ
た
る
王
学
会
に
於
て
久
方
振
り
に
鐸
木
一
男
君
に
遭
ふ
。
鐸
木
君
は
無
隠
居
士
の
一
子
な
り
。
久
闘
を
叙
し
た
る
後
に
、
余
は
君
の
計
画
に
係
る
無
隠
居
士
書
簡
集
発
行
の
経
過
如
何
を
間
ふ
。
君
答
ふ
る
に
公
務
多
忙
(
氏
は
岸
和
田
中
学
校
教
師
な
り
)
未
だ
初
志
を
果
さ
ざ
る
が
、
書
簡
は
辱
知
の
方
々
十
数
名
よ
り
借
入
れ
た
る
も
の
百
余
通
に
も
上
る
べ
く
、
約
半
分
は
謄
写
せ
る
も
、
写
し
初
め
て
は
、
時
に
涙
の
為
め
に
妨
げ
ら
れ
て
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
て
、
今
日
に
至
れ
る
な
り
と
い
ふ
。
葱
に
余
は
嚢
日
高
瀬
博
士
に
も
談
合
し
た
る
こ
と
あ
る
が
、
寧
ろ
一
鈴
木
無
隠
遺
文
巡
雑
誌
に
上
せ
置
き
て
、
然
る
後
纏
め
て
一
冊
に
発
行
す
る
や
う
に
せ
ば
如
何
な
ら
ん
と
語
れ
る
に
、
鐸
木
君
も
サ
ア
ら
ば
便
利
多
か
ら
ん
に
、
五
月
号
よ
り
に
で
も
爾
か
す
べ
き
と
の
事
に
て
、
愈
本
号
よ
り
連
載
す
る
こ
と
と
な
り
、
岸
和
田
よ
り
は
其
第
一
回
の
原
稿
に
と
左
の
数
通
を
送
り
越
さ
れ
た
り
。
想
ふ
に
是
よ
り
来
る
べ
き
数
多
の
書
簡
に
無
隠
居
士
の
悌
躍
如
た
る
も
の
あ
ら
ん
。
明
治
四
十
五
年
五
月
三
日
東
国
記
。
貴
簡
拝
披
。
時
下
筆
硯
、
益
御
清
安
。
高
福
々
候
。
陳
は
過
般
は
罷
出
冗
舌
を
弄
し
候
。
い
つ
も
壇
上
に
在
る
間
は
、
十
分
に
ヤ
ツ
テ
ヌ
ケ
候
積
に
は
候
得
共
、
降
壇
す
る
や
否
ゃ
、
直
に
又
々
お
も
ふ
様
に
は
出
来
な
か
っ
た
と
悔
悟
の
念
は
、
胸
裡
は
湧
出
い
た
し
、
今
更
備
保
之
至
に
御
坐
候
。
此
後
好
時
機
有
之
候
は
ず
、
再
罷
出
過
般
の
御
埋
合
可
致
、
右
可
然
会
員
諸
君
諸
氏
に
御
惇
へ
被
下
度
候
。
大
阪
の
如
き
地
を
根
拠
と
し
て
王
学
を
鼓
吹
被
遊
候
は
お
も
し
ろ
し
。
陸
象
山
日
く
、
慾
に
溺
る
、
者
と
道
を
い
ふ
は
易
く
、
理
に
溺
る
、
者
と
道
を
い
ふ
は
難
し
と
。
加
賀
の
千
代
日
く
、
田
の
草
を
抜
て
其
ま
、
肥
し
哉
と
、
大
阪
の
草
深
き
地
を
変
し
て
肥
料
と
す
る
は
、
会
員
諸
氏
の
手
腕
に
あ
り
。
将
来
多
望
の
事
業
十
分
に
御
尽
力
の
程
、
切
望
罷
在
候
。
別
冊
教
育
界
雑
誌
二
冊
へ
、
拙
老
四
十
能
年
前
の
実
歴
一
斑
と
正
法
輪
一
冊
の
記
事
も
亦
然
り
。
か
き
か
け
て
見
た
も
の
¥
右
等
雑
誌
に
出
し
候
は
、
面
白
く
な
く
候
問
、
本
月
限
り
見
合
せ
可
申
。
な
に
か
別
に
御
考
も
有
之
候
は
ず
、
御
配
慮
被
下
度
御
相
談
申
上
候
。
先
は
と
く
に
御
回
答
可
申
上
の
所
、
多
忙
に
取
紛
れ
、
今
日
に
相
成
候
。
不
悪
御
推
恕
被
下
度
候
。
早
々
拝
復
。
六
月
十
八
日
。
無
隠
。
東
国
石
崎
賢
契
座
下
再
白
。
往
復
の
車
費
と
し
て
金
五
園
小
為
替
正
落
手
候
也
。
(
四
二
、
六
、
Ji、
梅
雨
連
日
来
る
人
も
な
け
れ
ば
、
出
る
に
も
惜
し
。
無
柳
の
鈴
り
、
一
世
一
回
を
裁
し
候
。
叉
手
、
先
日
の
講
演
は
不
十
分
の
悔
を
残
し
候
得
共
、
全
身
流
汗
淋
璃
た
る
如
く
、
胸
中
の
む
さ
く
さ
も
幾
分
を
披
涯
し
、
其
快
い
ま
に
忘
れ
難
く
、
調
子
に
乗
っ
て
モ
ウ
一
度
ヤ
ッ
ケ
度
、
妄
念
勃
々
と
し
て
不
能
制
。
な
に
と
か
近
き
間
に
好
時
機
も
有
之
候
間
時
敷
哉
。
老
人
の
冷
水
せ
ざ
る
方
ま
し
に
は
候
得
共
、
普
通
の
道
話
に
倦
候
今
日
に
候
問
。
王
学
の
如
き
も
の
を
取
扱
候
は
、
久
日
干
望
雨
の
情
に
御
坐
候
。
可
然
御
配
慮
被
下
度
。
時
下
千
高
御
自
愛
是
祈
。
早
々
不
尽
。
六
月
念
一
。
無
隠
東
国
賢
契
侍
史
(
六
月
一
一
一
)
今
朝
は
雨
後
の
放
晴
一
段
の
快
を
相
覚
候
。
筆
硯
益
御
清
福
な
口
ん
。
敬
賀
々
々
。
陳
は
御
葉
書
は
昨
夜
落
手
。
御
同
志
の
茶
話
会
趣
味
も
さ
こ
そ
と
お
も
へ
や
ら
れ
候
。
近
々
御
同
志
、
大
挙
我
が
牙
営
に
肉
薄
被
来
候
趣
に
候
得
共
、
七
月
十
日
前
後
ま
で
は
学
校
の
草
賊
掃
に
取
掛
り
候
。
到
底
ゆ
る
り
と
外
国
軍
の
精
鋭
に
応
す
る
の
暇
な
し
。
且
態
々
大
軍
御
上
浩
に
も
不
及
。
草
賊
は
日
に
期
し
、
平
定
可
致
候
問
、
然
る
上
は
、
拙
老
孤
軍
単
騎
浪
華
城
に
突
喚
せ
ん
。
御
承
知
の
肺
疾
、
海
気
に
触
る
、
の
必
要
有
之
。
時
に
京
都
を
離
れ
、
播
摂
の
海
角
に
静
養
せ
よ
、
一
日
で
も
半
日
で
も
よ
い
か
ら
せ
よ
と
医
師
に
促
さ
れ
居
候
際
故
、
な
に
か
の
事
故
に
托
し
て
な
り
と
も
、
下
阪
致
度
、
折
柄
同
学
の
友
を
得
て
幾
分
に
で
も
、
斯
道
の
事
に
尽
す
事
な
ら
ば
、
意
外
の
幸
福
に
候
問
、
其
時
の
都
合
に
て
、
一
日
に
往
復
す
る
こ
と
も
あ
ら
ん
。
又
一
一
一
泊
す
る
こ
と
も
あ
ら
ん
。
其
際
茶
話
会
な
り
、
又
は
講
義
の
定
日
に
相
当
り
候
は
ず
、
御
同
志
の
諸
君
と
校
管
談
論
す
る
は
、
人
生
無
限
の
快
事
に
御
坐
候
。
就
て
は
都
合
よ
き
時
日
を
御
申
越
被
降
候
は
ず
、
拙
老
よ
り
可
罷
出
候
。
尤
も
毎
月
第
一
第
三
の
土
曜
は
差
支
候
。
先
日
の
御
は
な
し
に
水
戸
学
と
陽
明
学
と
の
関
係
有
之
云
々
承
り
候
。
遠
き
淵
源
は
暫
く
措
き
、
東
湖
先
生
の
時
代
に
志
気
を
鼓
舞
し
た
る
は
、
明
の
楊
叔
山
の
学
説
に
可
有
之
。
右
全
集
水
戸
に
於
て
活
版
し
た
る
も
の
有
之
。
吉
田
松
陰
先
生
も
此
書
を
以
て
活
動
せ
し
も
の
と
被
存
候
。
水
戸
に
て
出
来
候
木
版
の
活
字
本
、
殊
に
藤
田
豊
田
両
先
生
の
序
あ
り
。
御
参
考
に
相
成
候
は
ず
、
何
時
に
て
も
逓
送
可
致
候
。
先
は
御
上
洛
御
見
合
、
当
方
よ
り
進
箪
可
致
。
不
取
敢
貴
酬
発
。
早
々
不
尽
。
六
月
廿
七
日
無
隠
東
国
賢
契
侍
史
(
以
上
『
陽
明
』
第
二
巻
第
十
一
号
。
明
治
四
十
五
年
五
月
五
日
。
掲
載
)
無
隠
居
士
書
簡
集
(
其
三
拝
読
。
御
申
越
の
楊
叔
山
全
集
四
冊
。
不
取
敢
差
上
候
。
叉
手
。
拙
老
本
書
を
愛
読
す
る
の
初
は
、
吉
田
松
陰
先
生
の
学
術
の
淵
源
は
な
に
な
ら
ん
と
、
平
生
欽
慕
の
切
な
る
所
よ
り
、
其
淵
源
を
探
ら
ん
と
思
ひ
候
折
柄
、
偶
ま
先
生
の
座
獄
日
記
か
留
魂
録
を
見
て
、
先
生
は
深
く
叔
山
に
私
淑
せ
し
を
知
り
、
此
全
集
を
読
む
に
到
れ
り
。
而
て
其
序
文
に
東
湖
豊
田
先
生
の
序
に
概
し
て
水
戸
人
士
の
気
骨
も
此
書
に
養
は
れ
た
る
事
も
知
れ
り松
陰
先
生
は
叔
山
下
獄
の
時
に
其
友
人
江
西
石
と
申
者
よ
り
餅
蛇
の
謄
一
塊
を
贈
り
た
る
に
、
叔
鈴
木
無
隠
遺
文
山
自
ら
謄
あ
り
。
何
ぞ
耕
蛇
を
必
せ
ん
と
辞
し
て
受
け
ざ
る
事
を
頻
に
賛
称
せ
り
。
松
陰
先
生
の
一
世
は
全
く
叔
山
と
符
節
を
合
す
る
如
し
。
此
一
節
は
全
集
の
年
譜
を
一
枚
折
り
て
置
候
。
御
覧
相
成
度
。
松
陰
は
日
本
の
叔
山
。
叔
山
は
明
の
松
陰
と
申
候
て
よ
ろ
し
き
程
相
似
た
り
。
東
湖
先
生
の
正
気
歌
の
結
句
に
死
為
忠
義
鬼
極
天
護
皇
基
と
い
ふ
た
の
は
、
叔
山
が
絶
命
詞
に
平
生
未
報
恩
、
留
作
忠
魂
補
能
く
似
た
も
の
に
御
坐
候
。
サ
ス
レ
パ
東
湖
先
生
の
素
養
も
見
ら
れ
候
。
此
一
節
も
一
枚
折
て
し
る
し
い
た
し
置
き
候
。
楊
叔
山
の
妻
の
貞
烈
も
古
今
其
比
稀
な
り
。
祭
文
御
覧
相
成
度
。
女
性
の
文
と
し
て
は
空
前
絶
後
と
い
ふ
ベ
し
。
こ
、
も
折
て
し
る
し
い
た
し
置
候
。
松
陰
先
生
に
や
さ
し
き
所
あ
る
と
お
な
じ
く
、
叔
山
も
亦
然
り
。
臨
刑
の
前
日
、
子
に
与
え
候
書
を
御
覧
相
成
度
候
。
こ
、
も
し
る
し
致
し
置
候
。
楊
叔
山
は
明
の
正
徳
十
一
年
の
生
れ
に
候
得
ば
、
陽
明
先
生
の
死
よ
り
十
四
年
前
の
生
に
御
坐
候
。
叔
山
の
学
派
は
何
れ
な
る
や
忘
れ
候
得
ど
も
、
王
子
学
は
今
日
に
い
ふ
明
一
代
の
時
代
思
想
と
相
成
候
問
、
其
学
も
知
ら
れ
候
。
王
学
の
分
派
は
漸
(
漸
)
中
江
右
南
中
北
方
卑
聞
に
相
分
れ
候
義
、
明
儒
学
按
の
一
書
に
て
御
調
あ
り
度
候
。
叔
山
は
江
右
派
で
は
な
い
か
と
存
候
。
拙
老
十
齢
年
前
、
陽
明
学
と
申
雑
誌
に
出
候
。
別
冊
右
等
の
事
も
幾
分
か
有
之
候
問
、
御
参
考
に
差
上
候
。
今
日
に
相
成
候
て
は
一
種
の
反
古
紙
に
候
得
ど
も
、
本
夏
季
避
暑
の
齢
暇
を
以
て
訂
正
い
た
し
度
候
。
右
丈
は
御
覧
の
上
、
成
丈
早
く
御
返
却
被
下
度
候
。
多
忙
執
筆
、
乱
雑
甚
敷
、
可
然
御
推
読
被
下
度
。
早
々
。
拝
復
。
六
月
廿
九
日
無
隠
鈴
木
無
隠
遺
文
東
国
賢
契
御
下
再
日
高
瀬
博
士
へ
御
申
越
之
旨
、
相
伝
へ
可
申
。
博
士
の
令
夫
人
は
去
る
十
三
四
日
頃
よ
り
発
病
。
首
府
立
病
院
に
入
院
治
療
中
に
御
座
候
。
し
か
し
次
第
に
軽
快
に
赴
候
問
、
右
様
承
知
相
成
度
候
也
。
昨
日
拙
稿
論
語
講
義
緒
言
は
早
く
返
却
被
下
と
申
上
候
得
ど
も
、
八
月
の
初
に
至
る
ま
で
は
不
用
に
候
問
、
若
し
も
御
参
考
に
も
相
成
候
は
ず
、
会
員
諸
氏
之
内
に
も
御
廻
し
被
下
。
只
紛
失
せ
ぬ
丈
ご
注
意
被
下
度
候
。
王
学
に
就
て
な
に
か
御
執
筆
相
成
候
は
ず
、
明
儒
学
按
の
一
書
は
座
右
に
御
備
へ
可
然
。
王
子
の
前
に
呉
康
斎
も
あ
り
。
陳
白
沙
も
あ
り
。
而
て
王
子
の
後
に
其
学
の
数
派
に
別
れ
候
趣
を
御
覧
相
成
度
候
。
拙
老
は
最
初
に
は
呉
康
斎
に
取
付
附
候
。
王
子
は
天
性
偉
大
な
り
。
欽
仰
す
べ
く
し
て
近
く
べ
か
ら
ず
。
然
る
に
一
躍
し
て
其
境
に
到
ら
ん
と
す
。
故
に
近
世
王
学
を
主
張
す
る
も
の
は
、
形
式
を
模
倣
す
る
の
み
に
し
て
、
精
髄
は
手
に
入
る
の
期
な
く
、
文
学
章
句
に
拘
束
せ
ら
れ
、
伝
習
録
や
全
集
を
頭
上
に
戴
き
、
得
々
然
た
る
形
状
は
、
狐
狸
が
芋
の
葉
を
冠
り
、
人
間
の
ま
ね
を
す
る
の
観
あ
り
c
王
子
の
精
髄
を
得
候
上
は
、
四
書
六
経
は
五
日
人
の
註
脚
な
り
。
伝
習
録
と
全
集
も
亦
然
り
と
躍
り
出
し
不
申
候
て
は
、
王
学
の
徒
と
は
難
申
。
今
日
の
王
学
を
主
張
す
る
徒
を
王
子
よ
り
見
た
な
ら
ば
、
な
ん
と
い
ふ
べ
き
欺
。
日
蓮
は
各
宗
を
賊
な
り
魔
な
り
と
喝
破
し
た
る
も
、
今
日
日
蓮
が
世
に
在
っ
て
今
日
の
日
蓮
宗
を
見
た
な
ら
ば
、
如
何
に
喝
破
せ
ん
か
。
日
新
吾
語
録
は
中
斎
先
生
愛
読
の
書
な
り
。
維
新
の
前
に
官
板
に
て
世
に
行
れ
候
も
、
今
日
は
如
何
に
書
林
を
尋
ね
候
て
も
不
見
当
候
。
拙
老
所
持
の
分
は
米
国
へ
渡
航
の
人
に
貸
し
て
な
く
な
り
候
。
漉
遺
国
武
一
部
、
桑
名
の
旧
藩
士
一
部
、
所
蔵
罷
在
候
。
勝
四
海
舟
も
此
書
は
能
く
読
ん
だ
も
の
に
可
有
之
。
拙
老
只
今
日
語
集
粋
と
申
抄
録
の
唐
本
所
持
せ
り
。
右
は
唐
本
を
取
扱
候
書
林
に
近
来
は
可
有
之
候
得
ど
も
、
御
入
用
に
候
は
ず
、
御
申
越
次
第
可
差
上
候
。
猶
又
近
頃
伊
藤
介
夫
翁
が
日
新
吾
語
録
を
手
に
入
れ
候
よ
し
。
翁
は
明
儒
学
按
も
所
持
い
た
し
居
候
。
御
覧
之
思
召
有
之
候
は
ず
、
御
紹
介
可
致
候
。
先
は
本
日
閑
暇
に
ま
か
せ
、
早
々
不
尽
。
七
月
初
日
ゴ
無
隠
。
東
国
賢
契
之
下
昨
黄
昏
高
瀬
博
士
来
訪
有
之
候
問
、
御
惇
旨
の
趣
申
置
候
。
今
夫
人
の
疾
病
快
方
に
は
候
へ
ど
も
、
ま
づ
当
分
は
病
院
に
お
い
て
静
養
之
趣
に
候
也
。
(
以
上
「
陽
明
』
第
二
巻
第
十
二
号
。
明
治
四
十
五
年
六
月
五
日
。
掲
載
)
無
隠
居
士
書
簡
集
(
其
三
)
梅
雨
未
全
霧
候
得
共
、
筆
硯
愈
以
高
福
々
々
。
陳
者
過
日
申
上
候
手
元
之
草
賊
は
、
存
外
早
く
掃
蕩
し
、
本
日
午
後
よ
り
は
、
庭
の
草
と
り
、
朝
顔
の
手
入
れ
等
、
い
た
し
候
飴
暇
を
得
候
。
い
づ
れ
其
内
夏
季
静
養
の
海
湾
撰
定
の
為
め
、
自
然
貴
地
も
通
過
可
致
候
問
、
其
節
は
御
日
に
掛
申
度
候
。
楊
叔
山
集
は
如
何
。
獄
中
の
こ
と
は
一
読
毛
髪
煉
然
、
不
忍
再
読
候
。
松
陰
先
生
の
叔
山
白
有
謄
何
必
蛸
蛇
の
一
語
を
珍
重
さ
れ
し
も
道
理
な
り
。
我
国
昔
時
、
人
謄
と
い
ふ
も
の
、
尽
く
刑
徐
の
罪
人
よ
り
得
た
る
も
の
な
り
。
人
謄
を
或
る
儒
者
先
生
の
病
気
に
付
贈
り
た
る
に
、
先
生
悌
然
怒
て
日
く
、
周
公
孔
子
の
謄
な
れ
ば
、
我
れ
こ
れ
を
欲
す
る
も
、
罪
人
の
謄
は
、
死
す
と
も
服
す
る
能
は
ず
と
辞
し
た
る
を
賞
賛
し
た
る
も
の
も
有
之
候
得
共
、
叔
山
に
対
し
候
て
は
、
顔
色
な
か
ら
ん
。
而
て
孔
子
と
叔
山
の
語
を
聞
き
し
な
ら
ば
、
此
人
こ
そ
真
に
我
謄
を
嘗
め
た
る
も
の
と
悦
ば
ん
。
上
に
覆
は
る
の
天
な
く
、
下
に
載
せ
ら
る
、
地
な
く
、
乾
坤
只
一
人
の
境
界
こ
そ
、
真
個
男
児
の
本
領
な
ら
ん
。
叔
山
の
子
に
訓
る
書
と
、
松
陰
の
女
兄
弟
に
有与
情へ
の f戻
極書
とと
1，、、
ひ其
たやzt 
面加
自滅
しは
。如
叔何
忠松
妻|害
届災
れ事
候 に
時事
の σ
様
ヱ無
言宮
浄 る
由が
靖如
でき
は
稲
川
が
土
俵
上
に
出
る
の
観
あ
り
。
東
湖
の
序
に
我
文
録
(
禄
)
征
韓
廿
高
の
師
を
し
て
志
を
得
し
め
ざ
る
は
、
叔
山
の
一
死
が
、
明
を
中
興
の
気
運
に
向
は
し
め
た
る
為
な
り
と
。
水
戸
人
士
の
天
下
に
率
先
し
、
死
を
賭
し
た
る
淵
源
の
一
は
、
こ
冶
に
あ
る
べ
く
候
。
吾
人
は
出
来
上
り
た
る
王
子
を
学
ば
ん
よ
り
は
、
先
づ
王
子
任
侠
に
溺
れ
候
時
代
を
学
、
び
、
ソ
シ
テ
歩
一
歩
と
向
上
接
近
し
て
は
如
何
。
王
子
は
難
有
人
な
ど
、
尊
崇
す
る
聞
は
、
極
初
心
の
観
察
に
て
、
畏
し
い
凄
い
と
寒
毛
だ
っ
所
迄
進
み
不
申
候
て
は
、
と
も
に
王
学
は
語
る
に
足
ら
ず
と
相
信
居
候
。
閑
暇
に
ま
か
せ
、
草
筆
如
此
。
早
々
不
具
七
月
初
六
夜
無
隠
東
国
賢
契
之
下
御
照
会
の
趣
、
高
瀬
博
士
へ
相
談
候
所
、
別
紙
の
通
り
、
回
答
有
之
候
問
、
来
る
十
一
日
十
二
時
廿
七
分
京
都
発
汽
車
に
て
、
一
時
五
十
二
分
梅
田
着
、
直
に
土
佐
堀
へ
参
り
可
申
候
。
午
飯
は
す
ま
せ
罷
出
候
に
付
き
、
御
用
意
に
不
及
。
到
着
い
た
し
候
は
ず
、
直
ち
に
開
講
可
致
候
。
今
度
は
講
義
な
ど
、
い
ふ
よ
り
は
、
親
敷
打
く
つ
ろ
ぎ
談
話
の
方
可
然
、
乍
去
す
こ
し
真
面
目
に
講
ぜ
よ
と
い
ふ
御
都
合
に
候
は
ず
、
藤
樹
と
蕃
山
と
申
す
題
に
可
致
候
。
今
度
は
講
後
二
時
間
も
談
話
仕
、
午
後
八
時
三
十
分
発
、
和
歌
山
行
最
終
列
車
に
難
波
よ
り
乗
込
、
紀
州
加
太
浦
辺
に
静
養
の
地
を
撰
定
可
致
積
り
に
御
坐
候
。
右
の
都
合
故
、
今
度
は
旅
装
に
て
単
も
の
と
羽
織
の
み
に
候
。
乍
去
袴
な
し
の
鈴
木
無
隠
遺
文
講
義
は
、
場
所
柄
失
礼
の
嫌
も
有
之
候
は
ず
、
貴
下
の
袴
、
借
用
可
致
、
乍
御
面
倒
御
持
参
被
下
度
候
。
講
後
談
話
の
都
合
も
有
之
候
問
、
楊
叔
山
集
と
拙
稿
論
語
緒
言
は
、
御
持
参
被
下
度
、
淡
輪
深
日
等
の
地
は
四
十
四
年
目
、
和
歌
山
は
三
十
二
年
目
に
候
。
古
昔
の
感
さ
ぞ
趣
味
も
あ
ら
ん
と
、
下
阪
の
日
を
屈
指
相
楽
み
居
候
。
先
は
不
取
敢
、
御
回
答
ま
で
。
早
々
不
尽
。
七
月
初
入
目
。
無
隠
東
国
賢
契
之
下
先
日
は
罷
出
。
不
相
替
、
放
言
漫
語
。
今
更
恥
入
候
。
講
後
直
に
難
波
を
発
し
、
和
歌
山
市
一
泊
。
翌
十
二
日
加
太
浦
に
参
り
、
静
養
の
地
取
極
め
、
同
報
帰
京
仕
候
。
さ
て
八
月
第
二
日
曜
の
例
会
に
出
席
い
た
し
度
候
得
ど
も
、
加
太
よ
り
貴
地
に
一
日
の
往
復
は
、
病
駄
に
て
は
、
差
支
候
問
、
来
月
丈
け
は
御
免
蒙
む
り
度
。
尤
も
高
瀬
博
士
の
都
合
も
あ
る
べ
く
、
自
然
来
月
一
日
は
第
一
曜
に
有
之
。
右
に
御
繰
上
げ
相
成
候
儀
も
有
之
候
は
ず
、
同
日
講
話
を
仕
舞
、
然
し
て
加
太
に
参
り
可
申
候
。
こ
れ
な
れ
ば
都
合
尤
も
妙
に
御
坐
候
。
又
第
五
の
日
曜
は
八
月
二
十
九
日
に
候
。
右
に
繰
下
げ
相
成
候
つ
ず
、
加
太
よ
り
帰
京
の
途
次
に
可
罷
出
候
。
先
日
の
講
話
は
、
何
か
可
気
の
ぬ
け
候
想
有
之
。
聴
集
の
感
動
も
意
外
に
乏
し
く
、
右
は
講
席
の
造
り
方
に
関
係
い
た
し
候
問
、
此
後
は
(
捻
…
…
…
日
制
)
如
此
に
相
願
候
。
先
日
の
(
融
問
蹴
o
講
師
)
如
き
は
、
視
線
の
統
一
を
欠
き
、
発
音
頗
る
く
る
し
く
候
。
ド
ー
ゾ
此
後
は
よ
ろ
し
く
奉
願
候
。
先
日
の
は
ド
l
モ
ヤ
リ
損
じ
た
り
。
今
度
は
井
伊
直
弼
に
対
す
る
意
見
を
述
べ
度
と
も
相
考
候
。
知
何
可
有
之
哉
。
又
大
石
良
雄
の
修
養
談
で
も
よ
し
。
時
下
千
寓
御
自
愛
是
祈
候
。
早
々
不
尽
。
七
月
十
五
日
無
隠
五
鈴
木
無
隠
遺
文
東
国
賢
契
之
下
別
紙
相
認
候
慮
、
尊
書
到
着
。
毎
度
御
厚
志
之
段
、
奉
謝
候
。
明
儒
学
案
は
御
購
入
之
一
応
御
覧
被
遊
候
。
工
夫
の
着
実
な
る
点
、
如
何
に
も
お
旨
。
就
て
は
呉
康
斎
語
録
、
も
し
ろ
く
、
又
陳
白
沙
も
す
こ
し
風
か
わ
り
居
候
得
ど
も
、
こ
れ
も
益
あ
り
。
拙
老
八
月
二
日
頃
に
出
発
。
加
太
浦
へ
三
四
週
間
、
静
養
い
た
し
候
。
早
々
。
七
月
十
五
日
無
隠
(
以
上
。
「
陽
明
』
第
二
巻
第
十
三
号
。
明
治
四
十
五
年
七
月
五
日
。
掲
載
)
「
去
る
夏
の
思
い
で
」
無
隠
居
士
書
簡
。
高
瀬
博
士
の
避
暑
地
は
、
多
分
和
歌
山
な
ら
ん
。
さ
す
れ
ば
八
月
末
の
菩
提
寺
の
講
建
に
相
臨
候
義
は
、
尤
も
都
合
よ
き
事
と
被
存
候
。
拝
復
。
厳
暑
之
節
、
筆
硯
愈
御
清
祥
。
高
福
々
々
。
陳
ば
八
月
中
に
大
塩
先
生
菩
提
寺
に
於
て
、
小
講
演
会
御
聞
き
被
遊
候
義
は
、
至
極
結
構
に
候
。
然
高
瀬
博
士
は
、
夫
人
の
病
院
よ
り
退
去
を
待
て
、
い
づ
れ
か
に
避
暑
の
都
合
と
承
り
居
候
。
拙
子
は
本
月
一
一
一
十
日
と
八
月
一
日
に
、
丹
波
八
木
町
と
伏
見
町
に
講
演
相
開
、
二
日
三
日
朝
よ
り
、
紀
淡
海
峡
の
一
角
加
太
浦
に
向
て
、
出
発
い
た
し
候
問
、
乍
残
念
、
天
満
菩
提
寺
之
御
会
合
に
は
列
す
る
能
は
ず
。
去
乍
前
回
は
最
も
本
意
に
適
せ
ざ
る
講
演
い
た
し
、
子
今
不
快
の
念
を
存
し
居
候
問
、
今
後
は
意
の
如
く
ヤ
ッ
テ
見
度
、
自
然
此
大
暑
中
は
御
見
合
、
八
月
末
、
精
秋
冷
の
動
く
を
待
て
、
御
開
会
被
遊
候
御
都
合
に
相
成
候
は
ず
、
加
太
よ
り
の
帰
路
を
幸
に
一
場
の
詩
を
弄
し
可
申
。
其
頃
に
相
成
候
は
ず
、
博
士
夫
人
も
軽
快
可
致
、
博
士
も
出
席
の
都
合
よ
ろ
し
か
る
べ
し
。
御
一
考
被
下
度
候
。
明
儒
学
按
に
て
己
に
御
覧
も
可
有
之
候
得
ど
も
、
前
年
講
義
に
相
用
候
日
新
吾
語
録
中
ム
ノ、
の
一
一
一
を
見
出
候
問
、
差
上
候
。
座
右
銘
な
ど
も
適
当
な
ら
ん
。
楊
叔
山
集
及
拙
講
草
接
正
に
落
手
仕
候
。
時
下
千
高
御
自
重
是
祈
候
。
早
々
不
尽
。
七
月
念
八
。
無
隠
東
国
賢
契
座
下
匡
J
司
い
コ
ド
了
二
三
ロ
近
頃
京
都
東
山
永
観
堂
に
青
嵐
会
と
称
す
る
王
学
の
講
習
会
起
り
、
講
師
は
、
水
観
堂
住
職
に
し
て
、
春
日
潜
庵
の
門
人
な
る
よ
し
。
な
か
な
か
の
盛
況
に
て
、
評
判
も
よ
ろ
し
く
候
。
坊
主
か
や
る
と
は
妙
に
候
問
、
高
瀬
博
士
に
間
合
候
慮
、
い
ま
だ
一
面
識
も
な
き
僧
の
よ
し
に
候
。
(
以
上
。
『
陽
明
」
第
一
一
一
巻
第
六
号
。
大
正
三
年
七
月
十
五
日
。
掲
載
)
無
隠
居
士
書
簡
集
(
四
)
(
第
三
巻
第
一
号
ま
で
続
載
)
尊
書
拝
見
。
蕃
山
正
雪
論
の
如
き
は
、
眼
光
近
古
を
看
破
し
、
心
霊
界
の
機
軸
を
握
り
た
る
人
な
ら
で
は
、
不
足
語
候
。
世
の
忠
好
を
論
議
す
る
は
、
成
敗
得
失
の
跡
に
就
て
の
み
に
候
。
是
等
の
徒
は
読
書
高
巻
な
る
も
、
道
義
道
徳
を
標
梼
す
る
も
、
必
克
辺
幅
を
修
飾
す
る
郷
患
の
み
。
村
学
究
の
み
。
気
運
の
消
長
と
国
勢
の
隆
汚
に
関
係
な
き
な
り
。
五
口
人
は
葛
根
湯
的
薬
剤
と
な
ら
ん
よ
り
は
、
先
づ
激
薬
と
な
り
、
毒
石
と
な
ら
ん
。
死
活
は
唯
一
匙
の
間
に
あ
る
こ
と
そ
お
も
し
ろ
け
れ
。
老
夫
近
来
一
知
人
の
兄
を
得
た
る
を
悦
ぶ
。
兄
幸
に
自
愛
せ
よ
。
任
重
而
道
遠
実
。
老
夫
本
月
末
帰
京
の
心
算
に
候
慮
、
不
得
己
用
務
相
生
じ
、
廿
五
日
帰
京
の
途
に
就
き
候
。
い
づ
れ
秋
冷
の
候
ゆ
る
り
と
拝
悟
の
期
あ
る
べ
し
。
早
々
拝
復
。
八
月
念
一
午
前
。
無
隠
読
熊
沢
蕃
山
及
由
井
正
雪
論
。
賦
似
東
国
賢
契
。
眼
光
看
破
両
英
雄
健
筆
写
来
気
吐
虹
料
識
百
年
九
泉
下
相
逢
ニ
子
笑
顔
紅
廿
六
日
。
御
葉
書
拝
見
。
御
厚
意
多
謝
々
々
。
拙
老
去
る
廿
二
日
黄
昏
、
鉄
路
無
事
帰
京
仕
候
。
六
十
六
年
、
粗
末
に
使
用
せ
し
糞
桶
な
り
。
大
破
損
に
及
び
た
る
も
、
時
々
修
繕
相
加
へ
候
は
ず
、
こ
、
暫
ら
く
は
底
も
ぬ
け
ま
し
く
候
。
廿
日
発
加
太
へ
の
御
封
書
は
、
一
昨
日
附
筆
し
て
廻
送
せ
り
。
吉
野
の
こ
と
は
、
委
委
敬
承
。
拙
老
従
来
他
の
詩
文
を
筆
に
し
た
る
こ
と
な
し
。
乍
去
蕃
山
先
生
と
あ
ら
ば
、
筆
は
勿
論
、
草
履
も
直
し
、
靴
も
捧
げ
可
申
候
。
高
吟
は
い
ま
に
届
き
不
申
候
問
、
早
々
旅
居
大
阪
屋
へ
催
促
可
致
候
。
ま
だ
書
き
た
き
こ
と
は
山
の
如
く
な
れ
ど
も
、
流
汗
淋
満
た
り
。
飴
は
期
後
信
候
。
早
々
不
尽
。
八
月
念
八
無
隠
石
東
国
賢
契
座
下
(
以
上
。
『
陽
明
』
第
四
巻
第
四
号
。
大
正
四
年
五
月
五
日
。
掲
載
)
無
隠
居
士
書
簡
集
(
五
)
先
般
、
下
加
茂
の
小
集
は
、
実
に
お
も
し
ろ
く
、
近
来
の
快
事
に
候
慮
。
其
翌
天
明
に
到
り
、
忽
然
地
獄
門
頭
鮮
血
池
畔
に
お
ゐ
て
、
群
鬼
と
遊
戯
三
味
に
入
り
候
得
ど
も
、
神
気
は
何
故
か
更
に
清
爽
を
感
じ
、
随
て
発
熱
の
模
様
も
な
く
、
肺
部
の
諸
誼
も
、
都
而
賂
血
前
よ
り
好
況
を
呈
し
、
病
苦
と
い
ふ
苦
は
覚
へ
不
申
。
為
之
次
第
に
回
復
に
向
へ
候
得
共
、
大
戦
乱
を
経
候
後
の
如
く
、
四
野
荒
涼
人
姻
を
見
ざ
る
の
観
あ
り
。
腰
は
ぬ
け
た
る
ま
冶
、
い
ま
だ
雪
隠
の
往
来
も
自
由
な
ら
ず
。
乍
去
能
く
食
ひ
能
く
出
し
、
鈴
木
無
隠
遺
文
飲
食
と
も
、
愚
妻
な
ど
よ
り
は
達
者
に
候
問
、
右
等
は
近
々
回
復
せ
ん
も
、
な
に
冶
せ
ょ
、
老
後
の
激
変
。
本
月
及
来
月
の
例
会
に
は
出
席
は
仕
る
程
の
力
は
無
之
候
。
凡
そ
人
生
の
趣
味
は
、
生
死
の
分
岐
路
に
立
っ
た
時
に
御
坐
候
。
此
に
得
力
な
し
と
せ
ば
、
読
書
は
不
致
方
に
候
。
死
生
禍
福
の
分
岐
路
は
、
吾
人
の
試
金
石
に
候
。
呉
康
斎
日
く
、
一
庭
園
一
進
学
と
は
、
至
言
と
い
ふ
ベ
し
。
世
間
の
多
く
は
困
に
庭
す
る
と
学
に
進
み
候
と
を
二
分
し
、
両
般
の
想
を
為
し
候
。
こ
れ
が
間
違
の
穫
に
候
。
今
般
は
学
会
よ
り
御
丁
寧
の
御
見
舞
被
下
、
御
厚
意
奉
謝
候
。
右
お
う
つ
り
に
康
斎
の
一
語
差
上
候
。
可
然
御
披
露
被
下
度
候
。
吉
野
の
碑
は
、
十
一
月
中
に
は
執
筆
可
仕
。
同
月
例
会
に
出
ら
れ
候
は
ず
、
罷
出
候
。
八
千
八
声
の
後
は
、
賂
血
い
た
し
候
義
と
、
兼
て
よ
り
覚
悟
の
前
に
御
坐
候
。
病
飴
初
而
筆
硯
に
対
し
候
。
早
々
拝
復
。
十
月
初
六
無
隠
石
東
国
賢
契
座
右
(
以
上
「
陽
明
』
第
四
巻
第
五
号
。
大
正
四
年
六
月
五
日
。
掲
載
)
故
無
隠
居
士
書
簡
集
(
七
)
拝
呈
。
風
霜
次
第
に
相
加
り
候
慮
。
筆
硯
愈
御
清
迫
。
敬
賀
々
々
。
拙
者
依
然
病
床
に
在
り
。
ど
う
や
ら
今
度
は
人
間
の
最
終
列
車
に
乗
込
だ
ら
し
く
、
尤
も
急
行
列
車
は
、
先
般
乗
替
へ
、
通
常
列
車
に
候
問
、
速
力
は
至
て
緩
漫
に
御
坐
候
へ
ど
も
、
い
つ
か
は
ト
ン
ネ
ル
の
中
を
通
過
せ
ん
。
右
は
人
生
自
然
の
行
程
不
可
避
も
、
三
冬
の
寒
威
に
向
て
衝
突
転
覆
せ
ざ
る
様
、
注
意
い
た
し
候
問
、
深
く
御
掛
念
は
被
下
問
敷
候
。
病
中
種
々
の
来
客
談
論
は
多
方
面
に
渉
り
候
得
ど
も
、
今
日
学
界
の
通
弊
と
し
て
、
客
観
的
な
ら
ざ
る
な
し
。
如
何
な
る
談
論
も
古
人
の
糟
粕
を
陳
列
す
る
の
み
に
過
ぎ
ず
。
趣
味
七
鈴
木
無
隠
遺
文
索
然
の
み
な
ら
ず
、
何
の
用
に
も
相
立
不
申
候
。
新
春
に
も
相
成
候
は
ず
、
一
度
御
上
京
如
何
。
疲
せ
こ
け
候
病
躯
も
、
幾
分
の
血
と
骨
を
存
し
居
候
。
会
員
諸
君
の
中
に
も
、
上
京
の
御
序
も
候
は
ず
、
御
来
話
奉
待
居
候
問
、
右
御
停
へ
被
下
度
候
。
先
は
飴
り
御
無
沙
汰
い
た
し
候
問
、
御
近
況
御
伺
申
度
候
。
早
々
不
尽
。
臨
月
初
六
毒
菌
窟
無
隠
東
国
石
賢
契
侍
曹
(
以
上
「
陽
明
』
第
四
巻
第
八
号
。
大
正
四
年
九
月
五
日
。
掲
載
)
「
陽
明
』
が
掲
載
す
る
鈴
木
無
隠
の
書
簡
集
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
吉
本
義
の
鉄
華
書
院
版
『
陽
明
学
』
に
掲
載
す
る
鈴
木
無
隠
の
遺
文
は
別
に
紹
介
し
た
。
(
『
東
洋
学
研
究
」
四
十
三
号
掲
載
予
定
)
。
東
敬
治
主
幹
「
陽
明
学
』
に
も
鈴
木
無
隠
関
係
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
調
査
報
告
は
次
の
機
会
に
譲
り
た
い
。
石
崎
東
国
が
主
幹
し
た
「
陽
明
」
に
は
、
鈴
木
無
隠
の
も
の
と
し
て
は
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
書
簡
集
と
「
河
井
継
之
助
言
行
録
」
が
あ
る
。
「
河
井
継
之
助
言
行
録
」
は
別
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
ぃ
。
鈴
木
無
隠
は
漢
詩
を
作
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
調
査
不
十
分
な
た
め
か
、
あ
ま
り
見
か
け
な
い
。
た
ま
た
ま
『
陽
明
」
第
四
巻
第
一
号
の
片
隅
に
一
首
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
に
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
読
陽
明
学
派
之
革
命
思
想
賦
似
東
国
愛
我
石
束
因
。
胸
蔵
天
地
奇
。
筆
端
雲
雨
起
。
桔
上
鬼
神
馳
。
鈴
木
無
隠
が
石
崎
東
国
宛
て
書
簡
で
し
ば
し
ば
東
国
の
出
版
活
動
を
賞
賛
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
五
言
絶
句
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
詩
は
、
文
学
作
品
と
し
て
J¥ 
鑑
賞
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
作
者
の
こ
め
た
思
い
を
素
直
に
く
み
取
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ、っ。
